
印
度
學
佛
教
學
研
究
第
四
十
二
巻
第
二
号

平
成
六
年
三
月

四
九

『義
楚
六
帖
』
引
用
典
籍
考

三

―

『
金
蔵
経
』
(衆
経
要
集
金
蔵
論
)

に
つ
い
て
―

山

路

芳

範

本
書

の
編
纂
さ
れ
た
当
時

の
仏
教
の
実
態
等
を
探
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
本
書
に
引
用
さ
れ
て
い
る
典
籍
の
検
討
を
進
め
て
い
る
。
本
稿

で
は

『金
蔵
経
』
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
。

ま
ず
先
学
の
研
究
に
よ
っ
て

『
金
蔵
経
』
に
対
す
る
検
討
が
な
さ
れ

て
い
た
こ
と
が
判

っ
た
。
そ
れ
は
常
盤
大
定
氏
の

『後
漢
よ
り
宋
斉
に

至
る
訳
経
総
録
』
の
中
に
み
ら
れ
る
次
の
記
述
で
あ
る
。

「金
蔵
経
」
の
名
称
は
経
録
中
に
見
ら
れ
ず
。
夫
れ
或
は

「仁
寿
録
」
巻
四
、

疑
偽
の
中
に
録
さ
せ
ら
る
ゝ

「金
剛
蔵
経
」
三
十
巻
な
ら
ん
か
と
思
は
る
。

之
を

「武
周
録
」
巻
十
五
に
は
三
十

一
巻
と
し
て
、
偽
経
と
為
し
、
昇
十
八

に
も
両
録
を
承
け
て
偽
疑
経
と
為
す
。
果
し
て
、
然
ら
ば
、
「雑
宝
蔵
経
」

の
如
き
、
又

「雑
馨
喩
経
」
の
如
き
も
の
を
抄
集
し
て
、
三
十
巻
の
大
部
を

成
せ
る
も
の
と
見
ゆ
。
(一一=

四
頁
)

常
盤
氏
は
本
書

の
引
用
典
籍
を
検
討
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
い
く

つ

か
に
つ
い
て
は
再
検
討
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の

『金
蔵

経
』
に
対
す
る
推
測
も
そ
の

一
つ
と
言
え
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
に

譲
る
と
し
て
、
国
文
学
の
方
面
か
ら
も

『
金
蔵
経
』
に
対
す
る
検
討
が

な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

こ
こ

で
言

う

『
金
蔵
経
』
と
書
名
が
異
な

っ
て
お
り
、
本
書

に
引
用
さ
れ

る
逸
文
ま

で
追
究
の
手
が
至
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

国
文
学
の
方
面

か
ら

は
仏
教
説
話
文
学
、
特

に

『今
昔
物
語
集
』

(以
下

『今
昔
』
と
略
す
)
に
関

し

て

の
研
究

に
お
い
て

『
金
蔵
経
』
が

注
目
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
そ
の
き

っ
か
け
と
な
る
の
は
、
昭

和
九
年

の
大
屋
徳
城
氏

の

「
興
福
寺
本

日
本

国
現
報
善
悪
霊
異
記
解

説
」
中
に
お
け
る

『
金
蔵
経
』
の
検
討
で
あ

っ
た
。
以
後
、
昭
和
十
年

代
の
片
寄
正
義
氏
、
雨
宮
尚
治
氏
の
研
究
や
昭
和
五
十
八
年
の
今
野
達

氏
の
研
究
に
よ

っ
て
、
『
金
蔵
経
』
は

『今
昔
』
の
編
纂
に
影
響
[を
与

え
た
資
料
の

一
つ
で
あ
る
と
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

こ
れ
ら
の
研
究
の
基
に
な

っ
て
い
る

『
金
蔵
経
』
に
つ
い
て
み
て
み

よ
う
。
『金
蔵
経
』
の
完
本

の
存
在
は
現
在
ま
で
確
認
さ
れ
て
お
ら
ず
、

巻

一
、
二
、
と
巻
六
零
本
が
確
認
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
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五
〇

こ
の
巻

一
、
二
に
つ
い
て
は
、

(
一
)

大
屋
氏
の
解
説
中
に
あ
げ
ら
れ
る

「長
承
三
年
」
と
記
し
て

い
る
奥
書
を
持
つ
藤
原
時
代
の
写
本
。

(二
)

京
都
大
学
付
属
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る

「
長
承
三
年
」

と
記
し
て
い
る
奥
書

の
あ
る
近
世
新
写
本
。

(三
)

山
田
文
昭
氏
旧
蔵
の

「
長
承
三
年
」
と
記
し
て
い
る
奥
書
を

持
つ
大
屋
氏
紹
介
本
と
は
別
本
と
み
ら
れ
る
藤
原
時
代

の
写
本
。

の
三
本
が

知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
京
都
大
学
付
属
図
書
館
蔵
本
以
外

は
確
認
す
る
こ
と
が
出
来
な
か

っ
た
。

巻
六
は

『
興
福
寺
本
日
本
霊
異
記
』

の
紙
背

に
記
さ
れ
て
い
る
巻
頭

を
欠
く

一
本
が
知
ら
れ
る
だ
け
で
あ
る
。

前
に
こ
こ
で
言
う

『金
蔵
経
』
と
書
名
が
異
な

っ
た
と
述
べ
た
が
、

巻

一
に
序
文
が
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
こ
の
資
料
の
編
纂
に
関
す
る

い
く
つ
か
の
情
報
が
得
ら
れ
、
こ
れ
と
他

の
資
料
と
の
対
照
、
本
書
所

引
逸
文
と
本
文
と
の
対
照
に
よ
っ
て
同

一
で
あ
る
と
確
定
出
来
た
。

こ
の
序
文
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
こ
の
資
料
の
編
纂
に
関
す
る
い
く

つ

か
の
情
報

を
あ
げ
て
み
る
。

北
周
の
武
帝
が
北
斉
を
滅
ぼ
し
、
僧
尼
、
道
士
を
現
俗
さ
せ
像
塔
伽

藍
を
破
壊

し
た
廃
仏
が
あ

っ
た
。
こ
れ
に
際
し
て
、
大
徳
記
論
師
が
名

を
変
え
、
閑
居
隠
棲
し
た
と

い
う
。
そ

し

て
京
師
漢
中
の
経
典
を
選

び
、
教
門

の
豊
で
広
く
理
解
す
る
こ
と
の
困
難
さ
を
嘆
き
、
そ
の
要
言

を
選
び
要
約
し
て
七
巻
に
集
成
し
た
。
こ
れ
は
衆
経
の
:精
で
あ
り
、
金

蔵
と
号
し
た
。
善
悪
の
報
を
説
き
、
有
縁
の
人
々
の
貧
窮
を
除
き
、
慧

眼
を
啓
き
、
発
信
を
起
こ
さ
せ
た
。
都
合
今
、
九
巻
、
二
十
四
章
、
百

九
十
二
条
あ
る
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
編
纂
の
大
要
を
掴
む
こ
と
が
出
来
る
。

こ
の
資
料
名
に
つ
い
て
み
て
み
る
と

こ
れ

ま
で

『衆
経
要
集
金
蔵

論
』
を
も

っ
て
あ
ら

わ
さ
れ
、
『
衆
経
要
集
』
、
『
金
蔵
論
』
、
『
金
蔵
要

集
論
』
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
資
料
が

『
金
蔵
経
』
と
同

一
で
あ

る
か
で
あ
る
が
、
『大
部
補
注
』
に
次
の
記
述
が
み
ら
れ
る
。

金
蔵
経
者
。
昔
宇
文
昌
残
酷
釈
氏
時
。
有
言
論
師
。
采
集
衆
経
要
義
。
流
布

干
世
。
号
為
金
蔵
。
(『新
纂
卍
続
蔵
経
』
第
二
十
八
巻
二

一
二
頁
b
)

こ
れ
は
序
文
に
み
ら
れ
る
記
述
に
あ
た
る
内
容
で
あ
り
こ
の
資
料
が

『
金
蔵
経
』
と
も
呼
ぼ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

ま
た

『
続
高
僧
伝
』
を
み
て
い
く
と

そ

の
巻
三
十
道
紀
伝

(『大
正

蔵
』
第
五
十
巻
七
〇

一
頁
a
)
に
次
の
よ
う
な
記
述
が
み
ら
れ
る
。

広
読
経
論
。
為
彼
士
俗
而
行
開
化
。
故
其
撰
集
名
為
金
蔵
論
也
。

一
秩
七
巻

也
。
(中
略
)
後
遭
周
氏
呑
併
玄
教
同
廃
。
呼
嵯
俗
壌
毎
崇
斯
業
。
及
開
法

始
更
広
其
門
。
故
彼
論
初
云
邪
見
者
是
也
。
所
以
世
伝
。
何
隠
論
師
造
金
蔵

論
。
終
惟
紀
也
。
故
改
名
云

こ
れ
は
序
文
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
記
述
に
近

い
も

の
で
あ
り
、

こ
れ

に
よ
っ
て
序
文
で
単
に
記
論
師
と
記
さ
れ
て
い
た
編
纂
者
の
今
ま
で
知

ら
れ
な
か
っ
た
伝
が
判
明
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
道
紀
伝
に
よ
れ

ば
、
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五

一

吾
講
成
実
。
積
三
十
載
。
開
悟
匠
導
望
有
功
夫
。
解
本
擬
行
斯
遺
誠
也
。
今

解
而
不
行
還
如
根
本
不
解
　
。
徒
失
前
功
終
無
後
利
。

と
、
『
成
実
論
』

の
学
僧
と
し
て
正
道
を
悟
り
名
声
を
得
る

こ
と
を
望

ん
だ
後
、
悟

っ
て
行
じ
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
根
本
を
悟

っ
て
い
な
い
よ

う
な
も

の
だ
と
改
心
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。、

こ

の
後
、
広
く
経
論
を
読
み
、
在
俗
信
者

へ
の
布
教
に
転

じ
、
『金

蔵
経
』

七
巻
を
編
纂
し
た
と
し
て
い
る
。
更
に
、

論
成
之
後
。
与
同
行
七
人
出
鄭
郊
東
七
里
而
頓
。
、周
匝
七
里
。
士
女
通
集
為

講
斯
論
。
七
日

一遍

と
、
同
行

七
人
と
こ
れ
を
説
教
し
て
い
る
姿
が
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
。

全
体
と
し
て
、
学
問
に
よ

っ
て
名
声
を
求
め
る
の
で
は
な
く
、
精
力
的

に
在
俗

信
者

へ
の
説
教
を
行

い
、
信
仰
を
集
め
る
道
紀
像
が
描
か
れ
て

い
る
。
こ
れ
ら
は
序
文
に
記
さ
れ
る
編
纂
目
的
と
少
し
違

っ
て
く
る
。
廃
仏

に
際
し
て
護
法
を
目
的
と
し
て
編
纂
さ
れ
た
も

の
と
い
う
よ
り
は
、
大

屋
氏
の

「衆
多
経
血
ハよ
り
善
悪
応
報
の
例
話
を
抄
録
蒐
集
し
た
る
も

の

に
し
て
、
我
が
霊
異
記
と
そ
の
性
質
を
同
じ
う
、す
る
も

の
な
り
。」
と

い
う
在
俗
信
者

へ
の
教
化
を
目
的
と
し
て
編
纂
さ
れ
た
も
の
と
み
る
べ

き
で
あ
る
。
こ
れ
は

『金
蔵
経
』

の
内
容
自
体
を
納
得
さ
せ
る
伝
記
と

言
え
る
。

以
上
、
こ
の
序
文
、
,『
大
部
補
注
』、
『続
高
僧
伝
』
に
よ

っ
て

『金

蔵
経
』

と
そ
れ
ま
で

『衆
経
要
集
金
蔵
論
』
等
と
称
さ
れ
て
き
た
資
料

が
同

一
で
あ
り
、
今
ま
で
見
落
と
さ
れ
て
い
た
編
纂
目
的
、
編
纂
者
名

が
判
明
し
た
と
い
え
る
。

次
に
現
存

の
巻

一
、
二
、
及
び
巻
六
零
本

に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
ま

ず
巻

一
、
二
の
現
存
本
に
つ
い
て
は
前
に
述
べ
た
よ
う
に
京
都
大
学
付

属
図
書
館
蔵
本
以
外
は
確
認
す
る
こ
と
が
出
来
な
か

っ
た
。

こ
ーれ
に
よ
る
と
、
巻

一
に
は
邪
見
縁
―第
、一
と
し
て
三
話
、
殺
害
縁
第

二
と
し
て
七
話
、
計
十
話
が
掲
載
さ
れ

て

い

る
。
巻
二
で
は
、
「
邪
見

縁
」
等
の
分
類
項
目
は
み
ら
れ
ず
、
二
十
五
話
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

巻
六
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
前

に
述
べ
た
よ
う
に
現
存
の
確
認
さ
れ

て
い
る
も
の
は
興
福
寺
本
だ
け
で
あ
る
。
残
念
な
が
ら
実
物
に
よ
る
検

討
を
行
う
こ
と
が
出
来
な
か

っ
た
。
そ
こ
で

過
去
に
お
い
て
調
査
さ
れ

た
雨
宮
氏
の
論
文
、
ま
た
こ
れ
に
よ

っ
て
更

に
検
討
さ
れ
た
今
野
氏
の

論
文
を
も
と
に
、
現
存
本
を
四
縁
に
分
類
し

て
み
る
と
、
巻
頭
を
欠
く

第
十
九
縁
に
三
話
、
出
家
縁
第
二
十
と
し
て
五
話
、
第
二
十

一
縁
に
四

話
、
孝
養
縁
第
二
十
二
に
四
話
、
計
十
六
話
が
確
認
で
き
る
。

以
上
、
現
存
本
に
掲
載
さ
れ
る
五
十

一
話
を
知
る
事
が
出
来
る
。

次
に

『
義
楚
六
帖
』
に
引
か
れ
る

『金
蔵
経
』
を
み
て
み
る
と
、
以

下
の
五
十
五
の
項
目
に
対
し
て
そ
の
引
用
文
を
あ
げ
て
い
る
。

1
見
似
灰
人

5
王
来
間
法

6
四
不
退
法

7
五
不
可
得

2
首
財
入

塔

18
入
塔
滅

罪

19
斎
得
現
報

20
諺
聖
兄
弟

3
師
資
成
仏

31
麺
積
如
山

32
金
猫
之
銭

33
便
利
遣
人

4
精
進
童
子

44
草
蓋
勝
報

45
施
蓋
之
福

56
蛤
乗
宮
殿
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五
二

8
膿
骨
街
売

21
更
作
輪

王

34
補
故
勝
新

47
盤
生
自
　

9
月
光
生
天

22
被
証
堕
坑

35
児
生
金
色

48
鵬
鵡
聞
法

10
半
偶
捨
身

23
比
丘
賊
住

36
宝
手
金
銭

49
孝
養
取
穀

11
剥

皮
為
紙

24
兄
為
与
還

37
龍
来
共
造

50
烏

障
出
家

12
食
糞
:之
疾

25
被
殺
天
生

38
不
来
如

厩

51
聞

法
生
善

13
億
耳

大
施

26
金
剛
醜

女

39
不
得
不
敬

52
壊

目
之
縁

14
持
戒
為

王

27
滴

水
寄
海

40
長
幡
在
頂

53
牛
変

之
災

15
三
品
十
種

28
為

一
盃
酒

41
無
価
宝
床

54
共
殺

之
報

16
持
戒
坐
禅

29
執
珠
而
生

42
針
児
致
死

55
羊
被

裁
足

17

一
日
生
天

30
蜜
無
生
死

43
金
瓶
之
印

こ
れ
ら

の

『金
蔵
経
』
所
載
記
事
と
現
存
の
巻

一
、
二
、
六
に
所
載

が
確
認

さ
れ
て
い
る
五
十

一
記
事
を
対
照
す
る
と
、
次
の
十
四
記
事
が

対
応
す

る
こ
と
が
判
明
し
た
。

差
姻楚
六
帖

現
存
金
蔵
…経

12
食
糞
之
疾

1
10
駒
那
羅
過
去
壊
鹿
眼
得
悪
報
縁

17
一
日
生
天

W
8
碑
羅
羨
那
一
日
出
家
得
生
天
縁

21
更
作
輪
王

W
2
善
化
王
以
蓋
覆
辟
支
佛
廟
得
報
縁

38
不
来
如
厨

I
l
迦
葉
為
碑
緯
王
説
邪
見
過
悪
馨
喩
縁

39
不
得
不
敬

W
12
打
罵
着
袈
裟
人
得
罪
報

42
針
児
致
死

1
7
微
妙
過
去
妬
殺
小
婦
子
得
悪
報
縁

43
金
瓶
之
印

1
10
駒
那
羅
過
去
壊
鹿
眼
得
悪
報
縁

44
草
蓋
勝
報

班
3
放
羊
人
以
草
蓋
覆
仏
得
報
縁

45
施
蓋
之
福

W
2
善
化
王
以
蓋
覆
辟
支
仏
廟
得
報
縁

47
盤
生
自
　

W
6
福
増
年
老
出
家
得
道
縁

49
孝
養
取
穀

W
13
鵬
鵡
孝
養
父
母
得
成
仏

52
壊
目
之
縁

1
10
駒
那
羅
過
去
壊
鹿
眼
得
悪
報
縁

54
共
殺
之
報

1
6
毘
舎
離
三
十
二
子
過
去
殺
牛
得
悪
報
縁

55
羊
被
載
足

1
5
迦
留
陀
夷
等
過
去
殺
羊
得
悪
報
縁

こ
れ
に
よ

っ
て
新
た
に
四
十

一
の
記
事
が

『
金
蔵
経
』
所
載
記
事
で

あ
る
可
能
性
が
浮
か
び
上
が

っ
た
。
序
文
に
記
さ
れ
て
い
る
百
九
十
二

条
を
信
じ
る
な
ら
ば
、
『
義
楚
六
帖
』
所
載
記
事

に
よ

っ
て
掲
載
さ
れ

て
い
る
約
半
数
の
記
事
を
知
る
こ
と
に
な
る
。
た
だ
こ
の
対
応
す
る
も

の
が
、
巻

一
、
六
掲
載
話
で
あ
り
、
巻
二
に
掲
載
さ
れ
る
二
十
五
話
中

か
ら
は
見
出
せ
な
か
っ
た
こ
と
は
何
等
か
の
意
味
を
持
つ
も
の
か
も
知

れ
な
い
。

以
上
、
『
義
楚
六
帖
』
所
引

の

『
金
蔵
経
』
が
、
現
存

の

『衆
経
要

集
金
蔵
論
』
等
と
称
さ
れ
る
も

の
と
同

一
資
料
で
あ
り
、
常
盤
氏
の
推

測
が
誤
り
で
あ
る

こ
と
が
確
定
し
、
現
存
本

に
見
ら
れ

な

い
記
事
を

『
義
楚
六
帖
』
に
よ

っ
て
補
え
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

国
文
学
の
方
面
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
る

『
法
苑
珠
林
』
や
、
『
今
昔
』

と
の
関
係
に
つ
い
て
は
別
稿
に
お
て
述
べ
る

こ
と
に
し
た
い
。

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉

義
楚
六
帖
、
金
蔵
経
、
衆
経
要
集
金
蔵
論
、
今
昔
物
語
集

(家
政
学
園
高
等
学
校
講
師
)
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